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社会構造分野
森明雄 ･大滞秀行 ･鈴木晃 ･杉浦秀樹
<研究概要>
A)ヒヒ類の研究
森明雄
サウジアラビア･タイフ市のゴミ埋め立て場に集ま
る巨大なマントヒヒの群れの個体群動態の調査をした後,
ダムとアル ･ルーダフ公園を利用する別のマントヒヒの
群で,行動学的 ･社会学的調査を行なった｡特に,今年
度は,イヤー･タッグで標識した個体の生存と所属する
ユニットを調べ,前年度のユニット構成との異同を明ら
かにした｡結果は,ユニットはかなり不安定であること
が分かった｡
また,エチオピア南部アルシ州に生息するゲラダヒ
ヒのポピュレー ションの研究を引き続き行っている｡
ら)中央アフリカ乾燥サバンナにおける歪長類の社会生
態学的野外研究
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